
1.

2.
(1) 目的

(2) 具体的な内容

3.

4. 　　　　９，４５０千円（Ａ）

5.

(1) 　　　　４，２８３千円

(2) 　　　　１，０６９千円

(3)

金額

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　５，３５２千円

6.

(1)

支出先 金額

東京農工大学
PEGASUS研究会

　　　  ３，１５０千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　３，１５０千円（Ｂ）

(2)

支出先 金額

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

7.

金額

　　　　　  ９４８千円

　　　　　   　  千円

　　　　　　９４８千円

8. 　　　　　 ３３．３％（Ｂ/Ａ）

（様式２）

補助金等支出明細書

補助金等の名称
平成20年度産業廃棄物排出量等の推計手法に係る調査(廃棄物処理
センター整備基本計画調査)委託業務

事業の目的及び内容

平成１８年度廃棄物処理センター整備基本計画調査において、廃棄物
行政の施策の基礎となるデータ（リサイクル及び適正処分状況等）を迅
速かつ詳細に把握する手法の検討を行い、多量排出事業者及び処理
業者の処理実績報告を活用して推計する新しい手法（以下「新たな推
計手法」という。別紙１参照）が有効であることが確認された。また、新
たな推計手法については、各自治体における処理実績報告の様式が
異なること等の課題があることを受けて、平成１９年度に処理実績報告
の様式のあり方及び産業廃棄物管理票交付等状況報告の活用等につ
き検討し、新たな推計手法の運用のための報告項目及び様式案（以下
「新様式」という。別紙２参照）等を作成した。
このため、本調査では、新様式による新たな推計手法を効率的に運用
するための集計プログラムの作成を行い、京阪神圏をモデルとして試
験的に集計を行い、有効かつ実用的な推計手法及びその運用方法を
確立することによって、今後の公共関与による施設整備等の廃棄物行
政の新たな施策の展開に寄与することを目的とする。

（１）新様式による新たな推計手法の有効性及び実用性の評価
（２）新様式による新たな推計手法のための集計プログラムを用いた集
計
（３）検討会の開催・運営
（４）業務結果の取りまとめ及び報告書の作成

交付先の公益法人の名称 財団法人産業廃棄物処理事業振興財団

交付実績額

補助金等における管理費

人件費

一般管理費

その他の管理費

内容

内容

合計

外部への支出

外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

データ入力業務

その他

合計

(１)以外の支出

支出内容

内容

業務費

合計

再補助・再委託等の割合

合計


